
2014～2015年度 No.1

第　6　回 委員会名

委員長名

開催　日時

開催　場所

× 塩月地区ガバナー 近藤第１副地区ガバナー 村木第２副地区ガバナー

○  L　熊野　活行　委員長 ○  L加藤　朝美　副委員長 ○  L黒井　朝久   副委員長

○  L御厨　正敬  副委員長 ○  L高橋美恵子　副委員長 ○  L藤田　幸直　副 委員長

○  L池田　重雄　副委員長 ○  L　氷田　　孝　 　委員 ×  L　鹿島　虎六　 委員

○  L　森谷　智行　 委員 ×  L　関　　浩司　　 委員 ×  L　大塚　公彦　 委員

○  L　長瀬　功依　 委員 ×  L　清水　健二　　委員 ○  L　下田　裕史　 委員

×  L　柳原　敏彦　 委員  L　　　　           委員  L　　　　           委員

 L　　　　           委員  L　　　　           委員  L　　　　           委員

 L　　　　           委員  L　　　　           委員  L　　　　           委員

× L　清水　昭洋　副幹事 ○ L　下川　浩　SPA ○ L　斉藤　嘉全　SPA

○ L　益田　康彦 × キャビネット事務局長 ○ L　諸見里　清
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作　成　者

　委　員　会　報　告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会・進行　Ｌ　御厨　正敬

　　別紙明細

　２０１４年　 10月　23　日　木　　曜日　　　　　　１５　時　  ４５　分　～　　　１７時　　００分

３３０－A地区キャビネット事務局大会議室

　出席オブザーバー

国際大会参加

 L　熊野　活行

出　席　者

　　

審議経過事項の概要

ガバナーが吉祥寺ＬＣの周年行事に参加のため、当委員会に出席できないので、３

次回開催日時
　　　　　　場所 ３３０－A地区キャビネット事務局大会議室

３０複合国際大会委員会委員の諸見里Ｌより『登録者等の確定すべきことは確定　

し、なるべく早めの準備をして下さい」との挨拶があった。

「現在ＯＳＥＡＬの大会登録が１００名に満たない状況で晩餐会参加者も９０名位です。

梶原幹事より晩餐会の準備と司会進行を当委員会で行ってもらいたいとの申し入

れがあり、皆様のご協力をお願いします」との熊野委員長の挨拶があった。

議事録作成者及び署名者を黒井Ｌに決定した。　

作成中のため次回に持ち越しとなった。

キャビネット副幹事清水Ｌが休みなので、委員長より国際会長晩餐会にＣ地区分５名

不足するのでＡ地区でカバーしてもらいたいとの依頼があったことが報告された。努力

すると返答しておいたがその後連絡がないので正式な依頼ではないかもしれない。

　２０１４年　　１０　月　３０日　　　木　曜日　　　　　１５　時　　　４５分　～　１７時　　００　分

次　　　第

議　　　題

　Ｌ　黒井　朝久
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会参加者は入金がないとカウントされないので、各リジョン担当者から固い人数を報

No.2

促すようにした。晩餐会会場はＭＡＸ１２０名で用意することになった。入金促進係は

高橋Ｌが１～７Ｒ藤田Ｌが８～１４Ｒとなった。

御厨Ｌに作成してもらった晩餐会の式次第と役割分担の検討をおこなった。前地区ガ

バナー花束は止めて記念品とする。記念品は加藤・高橋Ｌに検討してもらう。幹事団

に代わって裏方の当委員会が司会進行を行うので、ロアーの前に委員会全員で謝辞

１０月２３日現在の大会及び晩餐会の参加者を精査した。大会参加者は９８名で晩餐

議　　　題

現在もホノルルはホテルが満室の状況なので、晩餐会の会場も早めに決定しておき

加藤副委員長より「来月に仁川が迫っています、今後ともご協力お願いします。」との

出してもらい、早めの検討を行うことになった。

次回の委員会の日程は上記に記載。

審議経過事項の概要

を述べて終わることにした。ロアーの後だと帰ってしまう人がいるので前にすることで

決定した。閉会の挨拶の後に「また会う日まで」とした。アトラクションはリ・ケイスクさ

告してもらい、積み上げた人数が１１６名になった。各リジョン担当者は早めの入金を

たい。次回１０月３０日の委員会で日程をきめることとした。各旅行社にプランを早急に

んを紹介された。この人なら予算の範囲内でいけると思われるが再度検討を行う。

閉会の挨拶があり午後５時閉会した。


